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90% 73% 81% B

90% 92% 102% A

90% 100% 122% A

10%
以
下

100% 100% A

80% 76% 95% B

100% 100% 100% A

★

在校等時間の縮
減

80% 63% 79% C

生徒と向き合う
時間の確保

100% 78% 78% C

・読書に親しみ，豊な言
葉に触れさせる。

・タブレット端末を活用
するのは勉強に役立つ
と考える生徒の割合

１か月の間に本を１冊も
読んでいない生徒の割合

102% A

・一人一役を意識した集
団づくりの推進

・課題への組織的な対応
と体制の確立

・自己肯定感についての
アンケートの肯定的な回
答の割合

・学期に１回の防災訓練
を充実させ，当事者意識
等を持たせる。

100% 100% 100% A

70% 72%

h
目
標
値

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

・基礎的基本的な学習の
徹底

標準学力調査無回答0

・訓練後のアンケートの
当事者意識の項目につい
ての肯定的回答の割合

・警固屋学園授業スタイ
ルでの授業の実践
・校内研究授業の実施

主体的に学び伝え合う授
業展開の実施

・９年生の実力試験の得
点の地域平均との差

授業では，友達と話し合
うなどして自分の考えを
深めたり広げたりする.

・ＩＣＴを活用した習
得，活用の授業展開

教職員が自らの意
欲と能力を発揮で
きる教育環
境の整備

〈ビジョン〉
（将来の学校像）

・水曜日の定時退校日の
徹底
・退校時刻（夏：
18:30，冬：18:00)の徹
底

・時間外在校等時間が，
月45時間以内の教職員の
割合

・生徒とふれあう時間が
確保できている教職員の
割合

・組織的なベテラン教員
による若手教員の人材育
成
・ＩＣＴの活用等により
業務の効率化を図る。

・学期に１回，メデイア
コントロール週間を位置
づけ，メディアの望まし
い使い方を習慣化させ
る。

・生徒が設定したメディ
ア使用時間の自己目標達
成率

・「いじめアンケート」
の肯定的回答の割合

育成すべき資質・能力

だれもが安心・安
全な環境で学べる
学校風土を醸成す
る。

基本的生活習慣
を定着させる。

地域の課題を考
え，地域に貢献
する生徒を育成
する。

★★

い じ め を 許 さ
ず，互いに認め
合うことができ
る 集 団 を つ く
る。

「考える授業」
づくりを進め，
生徒の学力を向
上させる。

未来に貢献できる
「未来に挑む自分
を創る」資質・能
力を育むため主体
的な学びを推進す
る。

個の実態に応じ
た学力の定着を
図る。

自己評価

e 短期（今年度）
経営目標

g　 指標
（効果を見とる目安）

知識・技能（知識及び技能）　　思考力・判断力・表現力（思考力，判断力，表現力等）　　主体性，協働性（学びに向かう力，人間
性）

・　学習活動や行事が充実し，仲間と学ぶ楽しさがあふれる学園
・　子どもの夢や希望を生み出し，実現させる学園
・　地域・社会に貢献する実践的行動力のある学園

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目）

２月９月

c　中期経営目標
を踏まえた現状
（進捗状況）と今
年度の重点

重点

令和5年10月28日

令和５年度　　評価計画及び自己評価

　警固屋中学校区　校番　８　　　学校名 警固屋中学校    

a　学校教育目標
「未来に挑む自分を創る」
夢を描き，自信を持って意
志を伝える力の育成

d 中期（３年間）
経営目標

〈ミッション〉
（学校の使命）

　小中一貫教育を通して，未来への展望を持ち
「自他の幸せを目指し，自立し貢献できる人間」
の根っこを育てる。ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

【現状（○成果●課題）】
　○　小中一貫教育を推進する組織体制を築いており，小学校と中学校が共通の目標の下，研究を進めている。
　○　教科の本質を追究した「考える授業づくり」に向けて組織的な取組を進めている。
　○　地域における学園の存在意義を教職員・児童生徒・保護者が共有し，地域と一体となった教育活動を目指して
　　いる。
　●　各学力調査において課題が見られる。
　●　学力調査や公立高等学校入試選抜を見据え，１５歳の生徒に身に付けておいてほしい力の向上に向けて小中学
　　校で系統的に進める必要がある。
　●　児童生徒の実態を踏まえ，生活習慣・学習習慣の改善に取り組む必要がある。

　上記の現状より，次の５点を今年度の重点とする。

　① 未来に貢献する「未来に挑む自分を創る」（資質・能力を培う）ための主体的生な学びを推進する。（確かな学
力）
　② 誰もが安全で安心して学べる教育環境を確保する。
　③ 健康で生きがいをもって生涯を生き抜くため，生活習慣の基盤づくりをする。
　④ 教職員が自らの意欲と能力を発揮できる教育環境を整備する。
　⑤ 小中一貫教育校として新たな価値を創造する学校組織を構築していく。

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

様式２

貫

貫

貫


